
明治～昭和期の日本の
雑誌・新聞記事の探し方

2024.7 大阪大学総合図書館 学習・調査支援担当



本教材のフォーカス

発行時期
明治・大正・昭和期

対象とする資料
日本の一般誌・大衆誌の記事 ※学術雑誌論文は今回は対象外

日本の新聞の記事
これらの資料の記事情報を探す方法と
実際に入手する方法をご紹介します
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本教材の構成

1. 雑誌記事情報の探し方
2. 新聞記事情報の探し方
3. 実際に記事を入手する
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1.雑誌記事情報の探し方



探索ツールの概要

網羅的なデータベースは無い
条件に該当する記事を探している（＝特定の記事ではない）場合は、複数の探索ツー
ルを併用し、他にも該当記事がないか確認してみる

紙の書誌索引や参考図書等にしか無い情報も多い
データベースやWeb上では検索できないが、紙の資料に情報があるケースが多い
主要な書誌索引・参考図書を頭に入れておくと探索の幅が広がる
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データベース活用のポイント

どのような雑誌のどのような年代が収録されているかを知る
データベースのヘルプページや提供元Webサイトで、収録内容を確認する
収録内容が明記されていない場合は、内容を探ってみる

雑誌名を指定して検索：自分がよく活用する雑誌名で検索してみる
記事の出版年を指定して検索：自分が着目している年代の収録記事量を探る

どのような検索機能があるか知る
「詳細検索」機能など高度な検索機能があるかを確認する
AND検索やOR検索など、キーワードの掛け合わせができるかを確認する
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データベース活用のポイント

OR検索が有効な場面
ペンネームや本名など、ある人物が書
いた もしくは ある人物についての記事を
漏れなく検索したい
ex. 「森鴎外」と「森林太郎」

組織・事項の名称のさまざまな呼び方
や、名称の変遷を含めて検索したい
ex. 「大阪大学」と「大阪帝国大学」
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CiNii Research について

学術書や雑誌論文を探すことに主眼をおいたデータベース
学術雑誌論文に焦点を当て、さまざまな情報源からデータを収録
明治～昭和期の日本の一般誌・大衆誌などの雑誌記事を探すにはあまり有用ではない
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ある事柄・人物についての研究論文 / ある人物の執筆した研究論文
→CiNii Researchなどの論文データベース

ある事柄・人物についての一般雑誌記事、ある人物の執筆した一般雑誌記事
→このあと紹介する雑誌記事データベースや書誌索引など

という形で、検索ツールを使い分ける必要があります。



①ざっさくプラス
（雑誌記事索引集成データべ―ス）
大阪大学で契約している有料データベース（同時アクセス５）
主な収録内容

過去に出版された目録・総目次等から独自に索引した目次データ
国立国会図書館デジタルコレクションのうち、戦前の雑誌の目次データ

※ざっさくプラス独自に目次を拡充
全国誌だけでなく地方誌、戦前植民地期の朝鮮語雑誌も収録
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約2,900万件の
記事情報



キャンパス内からのアクセス
 図書館Webサイトの「データベース」タブ

→「すべてのタイトルを表示」
→ざっさくプラスをクリック

キャンパス外からのアクセス
 図書館Webサイト

→「キャンパス外から電子リソースを使う」
 →ざっさくプラスをクリック
  →阪大個人IDとパスワードでログイン

①ざっさくプラス：アクセス方法
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①ざっさくプラス：簡易検索モード

簡易検索モード
論題名と著者名を対象にキーワード検索
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トップページ 検索結果一覧



①ざっさくプラス：検索結果一覧

検索結果一覧上部のグラフ
ざっさくプラスに収録された出版年ごとの収録記事の件数が一目で分かる
該当年をクリックすると、検索結果一覧のうち、その年へ飛ぶことができる
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ペンネームや外国の地名・人名表記などを含めた同義語検索機能が一部あるが、
何が同義語の対象になっているかは公開されていない

⇒正確な検索をしたいときはOR検索がおすすめ
AND検索「キーワード△キーワード」
OR検索「キーワード△OR△キーワード」

※ △は半角スペースを表す

①ざっさくプラス：AND検索とOR検索

森鴎外 OR 森林太郎



①ざっさくプラスの留意点：重複データ
さまざまな情報源からデータを採録しているため、同じ記事の情報が重複してい
る場合がある

⇒詳細情報などをふまえ、同じ記事かどうかを見極める
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①ざっさくプラス：検索のコツ
検索方式

簡易検索モード：雑誌記事のキーワード検索が可能（検索対象は論題名と著者名のみ）
異体字（芸と藝 など）もまとめて検索可能
ペンネームや外国の地名・人名表記などを含めた同義語検索機能が一部あり

論理演算の入力方法（△は半角スペース）

AND検索：検索窓に「キーワード△キーワード」と入力
OR検索：検索窓に「キーワード△OR△キーワード」と入力

検索の注意点
目次にはヨミデータが入っていない：漢字も含めて表記が完全一致しないとヒットしない
重複データ：複数の情報源からデータを採録しているため、記事が重複することもある
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①ざっさくプラス：検索モード

詳細検索モード
雑誌名や論題名など、項目を指定した検索が可能
※簡易検索モードにある論題名＋著者名の検索窓がないため、

漏れなく検索したいときには少し不便

図版検索モード
「図版や写真がついている可能性がある」記事を検索可能
※ざっさくプラス側で実際に図版や写真がついているか確認しているわけではない
※論題等に「図版」「写真」などのキーワードが入っているものを機械的に抽出
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①ざっさくプラス：詳細検索モード

インタビュー記事・座談会記事などでは論題欄に
著者・発言者が入っていることもある
→簡易検索モードで検索する方が漏れがない



②国立国会図書館デジタルコレクション

主な収録内容 https://dl.ndl.go.jp/ja/intro#idx4-1

国立国会図書館所蔵の図書
明治期以降、1987年までに受け入れた約206万冊

国立国会図書館所蔵の雑誌
→明治期以降に刊行された雑誌（刊行後5年以上経過したもの）約137万冊

1号=1冊、多くの資料に目次データが付与されている
国立国会図書館所蔵の古典籍資料

江戸期以前の和古書、清代以前の漢籍など約10万冊
電子書籍・電子雑誌

国立国会図書館が収集したインターネット上の刊行物約157万冊

18

https://dl.ndl.go.jp/ja/intro#idx4-1


②国立国会図書館デジタルコレクション
図書・雑誌など約269万冊の全文検索が可能

・OCR（光学文字認識）処理によるデジタル化資料（図書、雑誌等の一部）の全文テキスト
雑誌：明治期以降に刊行された雑誌（2000年までに出版されたもの）
図書：明治期以降、1968年までに出版された図書

震災・災害関係資料の一部 （1969年以降に受け入れたものを含む）
・電子ファイルに埋め込まれている全文テキスト（電子書籍・電子雑誌、電子形態で収集した博士論文）

※こちらはもともと電子資料として発行された資料なので、明治～昭和期の雑誌記事検索には関係せず
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現在の検索対象

詳細検索画面



②国立国会図書館デジタルコレクション

画像は3段階の公開レベルがある
ログインなしで閲覧可能：いつでもどこでも閲覧・ダウンロード可能
送信サービスで閲覧可能：送信サービス参加館内の専用PCからアクセスするか、個人
向けデジタル化資料送信サービスに利用者登録を行い、ログインする

国立国会図書館の利用者登録（個人）について
https://www.ndl.go.jp/jp/registration/index.html

国立国会図書館内限定：国立国会図書館に直接行く もしくは ILLで複写を取り寄せ
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ログインなしで閲覧可能 送信サービスで閲覧可能 国立国会図書館内限定
図書 約37万冊 約104万冊 約57万冊
雑誌 約2万冊 約83万冊 約53万冊

※令和6年5月末現在

https://www.ndl.go.jp/jp/registration/index.html


②国立国会図書館デジタルコレクション

アクセス方法
検索だけなら無料でどこからでもアクセス可能 https://dl.ndl.go.jp/
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文献データベースとして使用するときは
3つのチェックボックス全てに
チェックを入れるのがおすすめ

https://dl.ndl.go.jp/


検索結果一覧

②国立国会図書館デジタルコレクション
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検索結果の表示を変更

公開レベル



②国立国会図書館デジタルコレクション
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「永続的識別子」をメモしておくと
後日読み返すときに便利

※これを検索窓に入れて検索すれば
 このページだけヒットする



②国立国会図書館デジタルコレクション

特定の雑誌の目次を探す
雑誌名をタイトル欄に入力

完全一致検索は ／雑誌名／

詳細検索画面で
「雑誌」だけ選択

同一タイトルで
まとめる



②国立国会図書館デジタルコレクション
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画像検索機能
デジタルコレクションから切り取った画像や手持ちの画像、またはウェブ上にある
画像に類似した図版（図、挿絵、写真等）を検索可能

検索対象は「ログインなしで閲覧可能」の資料



②国立国会図書館デジタルコレクション
検索方式

目次や一部の資料の本文も含めて、検索窓からキーワードで検索可能
・異体字（芸と藝 など）もまとめて検索可能
・数字・アルファベットの大文字/小文字/全角/半角も区別なし、平仮名と片仮名も区別なし

論理演算の入力方法（△は半角スペース）
AND検索：検索窓に「キーワード△キーワード」と入力
OR検索：検索窓に「キーワード△OR△キーワード」と入力

検索の注意点
書名・雑誌名・目次にはヨミデータが入っているが、本文には入っていない

本文は、漢字も含めた表記が完全一致しないと検索でヒットしない
目次データや本文データが荒いことがある

データ作成ミス（目次）やOCRの誤認識（本文）、現物が傷んでいて読み取れない場合など
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2つのデータベースの関係性

明治～昭和（戦前まで）の雑誌目次データ
ざっさくプラスに国立国会図書館デジタルコレクションの雑誌の目次データが収録さ
れている（ただし、一部収録漏れがある模様）
国立国会図書館デジタルコレクションの目次データが荒い場合、ざっさくプラス側で
目次データを詳細にして採録し直しているものも多い（次スライド参照）

昭和（戦後から）の雑誌目次データ
ざっさくプラスには国立国会図書館デジタルコレクションの雑誌の目次データは収録
されていない（一部の雑誌は収録あり）

※参考：図書の目次データ、図書・雑誌の全文データについて

ざっさくプラスには国立国会図書館デジタルコレクションのデータは収録されていない
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ざっさくプラスのほうが目次データが詳細なケースがある

2つのデータベースの関係性
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どちらも「映画と演芸」2巻8号

国立国会図書館デジタルコレクション ざっさくプラス



③Web-OYA bunko

有料のデータベース / 大阪大学では未契約
大阪府立中央図書館、大阪市立中央図書館、国立国会図書館関西館などに
直接行けば利用可能

主な収録内容
週刊誌・女性誌・月刊総合誌など、大宅壮一文庫所蔵雑誌の記事を採録したもの
1888年以降の雑誌記事索引データ約732万件
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③大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録

冊子の書誌索引 / 総合図書館に所蔵あり
本編（明治～1984年、1985年～1987年、1988～1995年）
追補（1888～1987年）

配架場所：総合図-書庫2階 書誌・索引 R027.5||OYA||（巻）

主な収録内容
週刊誌・女性誌・月刊総合誌など、大宅壮一文庫所蔵雑誌の記事を採録したもの
本編と追補編あわせて、明治～1995年までの索引データ約225万件
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③大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録

人名編
国内外の著名人について、その人物に関する記事を索引したもの
もちろん著者である記事も含むが、著者索引ではない

件名編
雑誌記事を事項別、事件別に分類して索引したもの
独自の大宅式分類法によって分類されている
件名編の利用手順（推奨）

1)「件名総索引」で、探したい項目の件名が何かを確認する
2) 1)で狙いを定めた件名を用いて、総目録本体の件名編を検索する
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索引を有効に活用するのがポイント



3つのデータベースの簡単な比較

どれか1つにしか収録されていない情報も多い
広く情報を探したいときは、3つともチェックするのがおすすめ
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ざっさくプラス 明治～昭和戦前の記事情報の多さ
独自データ多数で最大の収録記事数

国立国会図書館
デジタルコレクション

探索から画像確認までシームレス
本文検索機能と図書の目次情報は他2つにはない特長

大宅壮一文庫
雑誌記事索引総目録

大衆誌やサブカルチャー誌に強い
関連記事をまとめて探しやすい索引



④20世紀メディア情報データベース
占領期の雑誌・新聞1945-1949

有料のデータベース / 大阪大学では未契約
個人年間契約（年会費5千円）提供元のインテリジェンス研究所Webサイトから申請可能

収録内容
アメリカ合衆国メリーランド大学所蔵プランゲ文庫資料のうち、
・全雑誌全号の記事情報
・日本新聞協会（当時）加盟紙の全記事情報 雑誌+新聞で合計約323万件
他のデータベースでは手薄な占領期の雑誌・新聞記事の検索に有効

プランゲ文庫とは
占領期の1945年の秋から1949年11月までにGHQが検閲によって日本全国で収集した資料
のコレクション
マイクロフィルム化したものを国立国会図書館等が所蔵しているので、複写物は入手可能
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紙の書誌索引や参考図書等の活用

データベースでは得られない情報もある
⇒きちんと探索する場合は、紙の資料も併せて活用する
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データベースで
探せる雑誌記事

紙の資料で
探せる雑誌記事



紙の資料について：総目次
総目次

雑誌の目次情報を集めて収録した資料
複数誌を集めて収録したものと、1誌のみを対象にしたものがある

a) 複数誌を集めて収録したもの
発行時期で限定、分野で限定、作成機関の所蔵資料に限定、等さまざまなケースがある
全体の索引の有無で利便性が大きく異なる
存在を知らないとOPAC（蔵書検索）で見つけるのが難しい

b) 1誌のみを対象にしたもの
図書等として改めて発行される場合と、該当誌内で節目に収録される場合がある
前者：蔵書検索しやすい 雑誌名と、目録 or 目次 or 総覧 or 索引 or 細目 などで検索
後者：存在を把握しづらいので総目次の総覧などを活用する
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ある人物に関する文献目録
多くの人物を収録したものから、特定の人物のみに焦点をあてたものまでさまざま

後者を参照できれば豊富な情報を得られる
図書として刊行されるケースや、雑誌論文として発表されるケースなどがある
採録対象はその人物の著作限定 or その人物を対象にした研究文献も含める

1つの文献目録に頼りすぎない
・文献目録刊行後に発表された文献がある可能性
・その文献目録には含まれていない文献がある可能性 を考慮する

紙の資料について：文献目録
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代表的な紙の資料については、本教材のWebページに別途掲載している
『参考資料：明治～昭和期の雑誌記事を探すために有効な冊子資料について』
もごらんください。

https://www.library.osaka-u.ac.jp/others/tutorial/meiji_ex.pdf


紙の資料の活用ポイント

Point1：自分の探索内容や制約条件によって使い分ける
ある特定の雑誌に的を絞った研究（＝雑誌が制約条件） → 総目次
ある人物の著作をできるだけ集めたい（＝人物が制約条件） → 人物文献目録
ある事件・事象を扱った記事を集めたい → 件名索引のある資料が便利

Point2：索引を有効に活用する
索引があるかどうか必ず確認し、あれば正確に活用する

Point3：収録内容や採録基準を把握する
凡例などで「何を探せていて、何を探せていないか」を明確に意識して活用する
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